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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円安や原油価格安を背景に企業業績が好調に推移し、設備投

資が堅調な動きを見せ、雇用や個人所得の改善傾向が続くなど、緩やかな回復基調が続きました。 

 当社グループが主として属するコンクリートパイル業界は、民需が増加したものの、官需が減少したため、全体

の出荷量は前年同期比減少になりました。 

 このような事業環境のもと、当社グループは、引き続き施工能力の増強に努める一方、11月には福岡新工場が稼

働を開始し、九州地区における大径化を推進するなど製造部門の改善にも注力してまいりました。その結果、国内

では大型工事の受注が増加、また海外ではベトナムの事業会社の業績が好調に推移したことから、売上高は566億

43百万円（前年同四半期比13.6％増）と前年同期を上回りました。利益面では、大型工事の利益率が低下したこ

と、また先行投資等の影響もあり、営業利益は23億２百万円（同18.3％減）、経常利益は22億90百万円（同21.9％

減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は15億３百万円（同21.5％減）となりました。 

 

（２）財政状態に関する説明

 当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ13億40百万円増加し、613億28百万円

となりました。主な要因は、有形固定資産が福岡新工場に対する設備投資などにより11億65百万円増加したことな

どによるものであります。 

 負債合計は、前連結会計年度末に比べ40百万円減少し、338億８百万円となりました。主な要因は、借入金及び

リース債務が18億95百万円増加しましたが、支払手形及び買掛金が11億39百万円、未払法人税等が６億８百万円そ

れぞれ減少したことによるものであります。 

 純資産については、親会社株主に帰属する四半期純利益計上による増加15億３百万円、配当金の支払いによる減

少４億14百万円、非支配株主持分の増加５億65百万円などの結果、前連結会計年度末に比べ13億80百万円増加し

275億20百万円となりました。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 連結業績予想につきましては、最近の業績動向を踏まえ、平成27年８月28日に公表いたしました通期の連結業績

予想を修正しております。

 詳細につきましては、本日公表いたしました「業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。

 

（４）会社の対処すべき課題

 当第３四半期連結累計期間において新たに発生した会社の対処すべき課題は次のとおりです。

 当社の連結子会社であるジャパンパイル株式会社が施工しました既製コンクリート杭埋め込み工法による工事に

おいて、一部の施工報告書で電流計データを流用するという事態が判明しました。当社グループでは今後かかる事

態を起こさぬよう以下のとおり再発防止に取り組んでまいります。

 施工現場におきましては、一般社団法人日本建設業連合会が作成した「既製コンクリート杭施工管理指針(案)」

並びに一般社団法人コンクリートパイル建設技術協会が作成した「既製コンクリート杭工法の施工管理要領(案)」

に従い、役割と責任を明確にした適切な工事管理を行います。また杭工事管理者の知識、技術力の向上に努めると

ともに、電流計という記録装置につきましても、デジタル対応等の機能の高度化を進めてまいります。さらにこれ

らを踏まえて、改めて施工記録の重要性に対する社内の意識の徹底を図り、安全で安心な工事を心がけてまいりま

す。 
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 第１四半期連結累計期間において、VJP Co., Ltd.を新たに設立したため、連結の範囲に含めております。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適

用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

会計方針の変更

（企業結合に関する会計基準等の適用）

 「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号 平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第３四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを行

っております。

 企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時

点から将来にわたって適用しております。

 これによる損益に与える影響はありません。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 10,769 8,920 

受取手形及び売掛金 19,224 21,565 

未成工事支出金 3,711 3,159 

商品及び製品 3,313 3,166 

原材料及び貯蔵品 688 789 

その他 1,382 1,432 

貸倒引当金 △285 △274 

流動資産合計 38,804 38,759 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物（純額） 4,438 6,595 

その他（純額） 12,786 11,793 

有形固定資産合計 17,224 18,389 

無形固定資産    

のれん 215 185 

その他 303 287 

無形固定資産合計 518 472 

投資その他の資産    

その他 3,670 3,936 

貸倒引当金 △230 △229 

投資その他の資産合計 3,440 3,706 

固定資産合計 21,183 22,569 

資産合計 59,988 61,328 
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    （単位：百万円） 

 
前連結会計年度 

(平成27年３月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年12月31日) 

負債の部    

流動負債    

支払手形及び買掛金 8,792 7,652 

ファクタリング未払金 12,863 13,371 

短期借入金 2,021 2,611 

1年内返済予定の長期借入金 871 1,008 

未払法人税等 846 238 

賞与引当金 325 277 

工事損失引当金 30 － 

その他 3,837 3,127 

流動負債合計 29,587 28,288 

固定負債    

長期借入金 1,278 2,730 

役員退職慰労引当金 205 235 

退職給付に係る負債 453 493 

負ののれん 29 － 

その他 2,293 2,060 

固定負債合計 4,260 5,520 

負債合計 33,848 33,808 

純資産の部    

株主資本    

資本金 5,470 5,470 

資本剰余金 7,491 7,491 

利益剰余金 10,833 11,922 

自己株式 △0 △0 

株主資本合計 23,795 24,885 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 544 491 

為替換算調整勘定 328 104 

退職給付に係る調整累計額 △34 △31 

その他の包括利益累計額合計 838 564 

非支配株主持分 1,505 2,071 

純資産合計 26,140 27,520 

負債純資産合計 59,988 61,328 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

売上高 49,868 56,643 

売上原価 41,682 48,446 

売上総利益 8,185 8,197 

販売費及び一般管理費 5,365 5,894 

営業利益 2,820 2,302 

営業外収益    

受取利息 6 40 

受取配当金 36 41 

負ののれん償却額 221 29 

為替差益 4 94 

その他 150 128 

営業外収益合計 419 334 

営業外費用    

支払利息 174 271 

その他 130 75 

営業外費用合計 305 346 

経常利益 2,934 2,290 

特別利益    

固定資産売却益 8 18 

特別利益合計 8 18 

特別損失    

固定資産売却損 0 － 

固定資産除却損 22 3 

段階取得に係る差損 48 － 

その他 － 0 

特別損失合計 70 3 

税金等調整前四半期純利益 2,871 2,305 

法人税等 949 647 

四半期純利益 1,921 1,658 

非支配株主に帰属する四半期純利益 5 154 

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,916 1,503 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：百万円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年４月１日 

 至 平成26年12月31日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成27年４月１日 
 至 平成27年12月31日) 

四半期純利益 1,921 1,658 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 190 △53 

為替換算調整勘定 141 △341 

退職給付に係る調整額 4 3 

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0 

その他の包括利益合計 336 △392 

四半期包括利益 2,258 1,265 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 2,199 1,229 

非支配株主に係る四半期包括利益 59 36 

 

- 7 -

アジアパイルホールディングス株式会社（5288） 平成28年３月期　第３四半期決算短信



（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。
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